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（
議
員
全
員
協
議
会
で
の
説
明
） 

売
却
価
格
は
25
億
円 

設
置
奨
励
金
や
雇
用
奨
励
金

な
ど
の
優
遇
措
置
が
設
け
ら
れ

ま
す
。 

買
取
希
望
者
募
集
は
、
今
年
８

月
か
ら
約
２
ヵ
月
間
、
そ
の
後
、

選
定
委
員
会
で
選
定
し
ま
す
。
商

業
施
設
建
設
は
Ｈ
25
年
度
後
半

か
ら
の
予
定
で
す
。 

本
会
議
の
よ
う
す
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

一
般
質
問
は
対
面
式
に
変
更
。

一
般
質
問
の
持
ち
時
間
は
こ
れ

ま
で
一
人
60
分
で
し
た
が
、
今
議

会
か
ら
会
派
人
数×
50
分
（
一
人

最
長
60
分
）
に
さ
れ
た
た
め
、
日

本
共
産
党
市
議
団
は
、
二
人
で
１

０
０
分
で
す
。
（
例 

一
人
目
が

55
分
使
え
ば
、
二
人
目
は
１
０
０

分
マ
イ
ナ
ス
55
分
＝
45
分
）
議

会
改
革
に
逆
行
す
る
も
の
で
す
。 

本会議インターネット

配信始まる  
一方、一般質問持ち時間

削減は議会改革に逆行 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
「
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
わ
か
る

よ
う
に
市
民
の
望
む
事
業
で

な
く
、
リ
ス
ク
も
大
き
い
。
誘

致
で
き
た
と
し
て
も
、
一
極
集

中
と
な
り
、
市
全
体
の
発
展
に

は
な
ら
な
い
。
税
金
は
市
民
の

暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
使

う
べ
き
で
あ
る
。
」
と
、
こ
の

事
業
に
反
対
し
て
き
ま
し
た
。 

議員政治倫理条例制定に向けて 

特別委員会審議続く 
 議会基本条例等制定特別委員会（党市議団から

は大畑議員が委員に）では、議員政治倫理条例案

を今年の 9 月議会に提案することを目標に審議
しています。6月議会で山田委員長が中間報告を
しました。 

市民の信頼を得るために不可欠 
政治倫理条例は、1983 年に大阪府堺市で、市

議の収賄事件をきっかけに、市民の直接請求で初

めて制定されました。今では全国で多くの自治体

と議会が制定しており、市民の信頼を得るために

不可欠との認識が広がっています。 
市民の調査請求権が必要 

「政治倫理基準」（地位利用の金品授受や口利

きの禁止など遵守すべき行為規範）「資産公開制

度」「問責制度」が政治倫理条例の三本柱とされ、

大畑議員は「市議も資産公開を」と主張しました

が、その他の委員の反対で盛り込めませんでし

た。また、「調査請求権」について「市民の請求

権を規定すべき」とする大畑・高橋委員に対し、

その他の委員は「市民には必要ない。議員のみ」

とし、市民の請求権はなしに。 
政治倫理審査会は議員で構成 公平性は？  

議員を対象とする条例のため、政治倫理審査会

は議員のみで構成する「特別委員会」という位置

づけです。議会内部組織で審査するのでは、市民

の理解を得られないのではないでしょうか。首長

も対象とした政治倫理条例であれば、審査会は執

行機関の附属機関となり、外部の委員で構成でき

ます。公正な審査のためには、首長等を加えた政

治倫理条例制定が必要です。 

弁
護
士
に
よ
る 

無
料
生
活
・
法
律
相
談 

毎
月
第
２
日
曜 

午
前
１０
時
〜 

日
本
共
産
党
西
部
地
区
事
務
所 

 
・法人税減税や証券優遇税制など大企
業と高額所得者への減税中止 

・政党助成金３２０億円（年間）廃止 
・米軍への思いやり予算、グアム米軍基
地建設費中止 

・高速道路の無料化中止 
・原発の建設・推進経費の削除 
・不要不急の大型公共事業の中止 
これらで約５兆円の復興財源を作る 
大企業の内部留保（２４４兆円）を活用
するため「震災復興国債」を大企業に引
き受けてもらう。 
◆消費税引き上げの必要は 

ありません 
★原発からの撤退を求める署名にご協力ください 

行
日
、
便
数
は
適
当
な
の
か
、
対

象
外
と
な
っ
た
地
区
は
ど
う
す

る
の
か
、
な
ど
課
題
が
あ
り
、
地

元
か
ら
、
多
く
の
要
望
、
意
見
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

交
通
弱
者
対
策
充
実
を 

市
全
体
の
公
共
交
通
の
見
直

し
で
、
さ
く
ら
・
ハ
ー
ト
バ
ス
の

料
金
も
１
０
０
円
か
ら
２
０
０

円
へ
値
上
げ
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
中
山
間
地
と
と
も
に
市
街

地
で
も
、
生
活
を
支
え
る
公
共
交

通
が
必
要
で
あ
り
、
日
本
共
産
党

市
議
団
は
、
福
祉
分
野
と
も
連
携

し
た
交
通
弱
者
対
策
の
充
実
を

求
め
て
い
き
ま
す
。 

下
平
良
二
丁
目
（
市
役
所
沖
側
） 

埋
立
地
（４
万
４
６
０
０
㎡
）
売
却
に
つ
い
て 

復興財源の生み出し方

日本共産党の提案 
 

６月議会報告 
６月１4～28日 

 
 

佐伯・吉和地域 生活交通 

デマンド型12月から実証運行 

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通
運

行
計
画
案
が
出
さ
れ
、
８
月
初

旬
に
４
か
所
で
説
明
会
が
開

か
れ
ま
し
た 

 

案
で
は
、
佐
伯
地
域
で
、
42

地
区
（
自
治
会
単
位
）
に
乗
り

入
れ
、
吉
和
地
域
で
は
、
東
・

西
の
二
方
向
の
運
行
で
す
。 

９
月
頃
に
運
輸
局
へ
申
請
、

そ
の
後
、
運
行
開
始
ま
で
に
各

地
で
利
用
者
説
明
会
開
催
予

定
で
す
。 

利
用
料
は
ど
う
な
る
の
か

（
案
で
は
３
０
０
円
、
区
間
に

よ
っ
て
は
バ
ス
運
賃
よ
り
高

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
）
、
運

私も頑張ります 

橋本和正 

党西部地区委員 
廿日市市くらし・環境
対策委員長 

新
は
つ
か
い
ち 



 
 
 

大
畑 

障
害
児
の
放
課
後
対
策
を
、
市
の
責
任
で
市
全
域
で
実
施

で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。 

答
弁 

松
田
福
祉
保
健
部
長 

Ｈ
24
年
４
月
新
設
の
「
放
課
後
等
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
」
も
含
め
、
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
放
課
後
対
策
を
「
第

３
期
廿
日
市
市
障
が
い
福
祉
計
画
」（
Ｈ
24
〜
26
年
度
）
に
盛

り
込
み
た
い
。
併
せ
て
４
年
生
以
上
の
障
害
児
の
留
守
家
庭
児

童
会
へ
の
受
け
入
れ
も
検
討
し
た
い
。 

 

大
畑 

留
守
家
庭
児
童
会
の
対
象
学
年
を
４
年
生
以
上
に
も
広

げ
る
こ
と
と
、
時
間
延
長
を
。 

答
弁 

４
年
生
以
上
の
受
け
入
れ
は
現
時
点
で
は
困
難
で
あ
る
。

開
会
時
間
延
長
に
つ
い
て
は
、
保
育
園
の
延
長
保
育
よ
り
児
童

会
の
終
了
時
間
が
１
時
間
早
い
た
め
、
小
学
校
入
学
当
初
に
と

ま
ど
い
が
大
き
い
と
聞
い
て
お
り
、
ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め
る
。 

 

大
畑 

自
主
運
営
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
、
安
定
運
営
で
き
る

よ
う
市
の
直
営
に
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。 

答
弁 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
入
会
要
件
、
学
年
の
制
限
が
な

く
利
用
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
現
在
の
運
営
形
態
を
継
続

し
て
い
き
た
い
。 

 

大
畑 

指
導
員
の
待
遇
改
善
も
含
め
、
国
に
、
制
度
、
予
算
措
置

の
改
善
を
求
め
よ
。 

答
弁 

国
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
ワ
ー
キ
ン
グ
チ

ー
ム
で
、
基
本
制
度
を
検
討
中
で
あ
り
、
今
後
の
推
移
は
未
定
だ

が
、
必
要
で
あ
れ
ば
市
長
会
等
を
通
じ
て
要
望
し
た
い
。 

大
畑 

森
林
法
改
正
で
、
所
有
者
が
特
定
で
き
な
い
森
林
の
整
備

も
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
市
町
は
森
林
所
有
者
の
把
握
を
す
る

こ
と
に
な
る
。
廿
日
市
市
森
林
整
備
計
画
は
あ
る
が
、
市
全
体

の
森
林
を
ど
う
す
べ
き
か
、
林
業
や
生
物
、
環
境
な
ど
の
専
門

家
を
交
え
、
十
分
な
検
討
を
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。 

答
弁 

井
原
環
境
産
業
部
長 

法
律
改
正
に
よ
る
廿
日
市
市
森
林
整
備
計
画
の
見
直
し
は
、

森
林
・
林
業
の
学
識
経
験
者
の
意
見
を
反
映
し
、
実
情
に
応
じ

た
、
わ
か
り
や
す
い
計
画
に
し
た
い
。 

 

大
畑 

公
共
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
を
推
進
す
べ
き
だ
が
、
実
際

の
利
用
ま
で
に
は
、
乾
燥
、
製
材
な
ど
の
時
間
を
要
す
る
。
複

数
年
度
を
か
け
た
計
画
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
が
ど
う
か
。
ま

た
、
個
人
住
宅
へ
の
地
元
産
材
の
利
用
促
進
の
た
め
の
助
成
制

度
を
設
け
る
考
え
は
な
い
か
。 

答
弁 

設
計
と
工
事
期
間
の
間
に
製
材
や
乾
燥
の
期
間
を
設
け

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
計
画
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
る
必

要
が
あ
る
。
「
廿
日
市
市
の
林
業
振
興
に
関
す
る
検
討
会
」
等

を
活
用
し
、
仕
組
み
作
り
を
検
討
し
た
い
。 

個
人
住
宅
へ
の
助
成
は
、
県
内
他
市
町
の
事
例
を
調
査
し
、

当
面
は
、
県
の
助
成
制
度
を
市
民
に
周
知
し
て
い
く
。 

 

大
畑 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
検
討
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。 

答
弁 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
検
討
は
意
義
あ
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。
可
能
性
調
査
を
慎
重
に
進
め
る
。 

今
年
は
「
国
際
森
林
年
」
。
メ
イ
ン
テ
ー
マ

は
「
森
林
を
歩
く
」
サ
ブ
テ
ー
マ
は
森
林
・
林

業
再
生
元
年
」で
す
。 

１
９
５
５
年
に
は
94
，
５
％
あ
っ
た
木
材
自

給
率
は
、
１
９
６
４
年
の
木
材
輸
入
完
全
自

由
化
以
後
、
急
激
に
減
り
、
２
０
１
０
年
で

２６
％
で
す
。
国
は
木
材
自
給
率
50
％
を
目

標
と
し
た
「
再
生
プ
ラ
ン
」
を
掲
げ
て
い
ま
す

が
、
森
林
再
生
に
は
、
輸
入
政
策
や
住
宅
政

策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
な
ど
総
合

的
な
対
策
が
必
要
で
す
。 

 

大
畑 

「
復
興
」
を
名
目
に
し
た
消
費
税
増
税
、
国
家
公
務
員

給
与
引
き
下
げ
な
ど
は
、
被
災
者
に
も
負
担
を
強
い
る
も
の

で
内
需
を
冷
え
込
ま
せ
、
経
済
の
活
力
を
奪
い
、
復
興
に
も

障
害
と
な
る
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。 

答
弁 

眞
野
市
長 

復
興
財
源
に
つ
い
て
は
議
論
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う

が
、
市
財
政
や
市
民
生
活
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
市
政
運
営

し
て
い
き
た
い
。 

 

大
畑 

今
回
の
大
震
災
で
、
地
域
医
療
の
崩
壊
、
自
治
体
の
人

員
削
減
に
よ
る
支
援
体
制
の
弱
体
化
な
ど
の
問
題
が
見
え

て
き
た
。
「
官
か
ら
民
へ
」
で
縮
小
さ
せ
ら
れ
て
き
た
地
方

自
治
体
の
公
的
役
割
、
ま
ち
づ
く
り
を
問
い
直
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
職
員
削
減
は
や
め
、
各
支
所
の
機
能
拡
大
と
職

員
増
を
求
め
る
。
ま
た
、
住
民
自
治
推
進
の
取
り
組
み
を
。 

答
弁 

支
所
に
は
必
要
な
人
員
配
置
を
行
う
が
、
効
率
的
な
行

政
運
営
も
考
慮
し
、
地
域
課
題
へ
対
応
し
た
い
。
住
民
の
つ
な

が
り
が
重
要
で
あ
り
、
地
域
力
の
向
上
に
努
め
た
い
。 

 

九
州
電
力
や
ら
せ
メ
ー
ル
問
題
も
ス
ク
ー
プ 

し
ん
ぶ
ん

赤
旗 

 

日
刊 

月
３
４
０
０
円 

日
曜
版 

月
８
０
０
円 

 

●

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
見
本
紙

を
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、
本
市
内

図
書
館
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。 

●

赤
旗
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く

だ
さ
い 

本当がわかる 

明日が見える 

  

 

自主運営の放課後児童クラブ

は、現在、玖島、浅原、吉和の

３ヶ所です。 

 

 
学童保育の拡充を 

大畑美紀
議員の 
一般質問 

地方自治体の公的役割は 
東日本大震災 

 

 

 

森
林
整
備
計
画
を
見
直
し 

林
業
振
興
・
森
づ
く
り
を 

 復興財源の生みだし方 、
日本共産党の提案は表面 
をご覧ください 


